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AI時代のコンテンツ戦略

IXIASOFT株式会社
代表取締役 村田展俊

AIに正しく理解させるコンテンツ基盤の作り方



IXIASOFT会社概要

IXIASOFT Technologies Inc.

• 設立: 1998年

• 本社拠点:カナダ、モントリオール

• 海外拠点:アメリカ、フランス、日本

• DITA普及におけるテクノロジーリーダー

• 2023年2月に米国MadCap Software社の傘下に
入る

IXIASOFT 株式会社

• 設立: 2017年1月

• 拠点:東京都渋谷区

• DITA普及に貢献
o DITAコンソーシアムジャパン(DCJ)理事

o DITA関連書籍の翻訳プロジェクト参画

o DCJ DITA普及マーケティング部会議長

o DITA AI 活用研究部会メンバー

• 一般財団法人テクニカルコミュニケーター協会メン
バー



AIは「文書」を読んでいるとは限らない

多くの仕組みでは、検索された断片がコンテキストとして渡される

原文

PDF / HTML / XML

›

分割

チャンク化

›

検索

関連候補を取得

›

生成

プロンプトへ挿入

›

回答

文章として提示

途中で失われ得るもの：文脈・適用条件・版・関連情報



AI導入のよくある失敗は、コンテンツ側で起きる

PDFやSharePointでは、版・対象・前提条件・承認状態が失われやすい

断片が曖昧

• 主語や対象製品がない
• 手順、前提条件、警告が別ページに分断
• 手順と概念が混在
• 保証されない文脈

意味が揺れる

• 用語が統一されない
• タグが自由入力
• 粒度が不揃い

信頼を判定できない

• 承認状態が不明
• 旧版と新版が混在
• 同じ情報のコピーが複数存在
• 出所と変更履歴がない 

• AIはどれが正しいか判断不能
AIは、組織が片付けていない問題を自動的には解決しない



例1｜PDFが多すぎる

多くのファイルを保存することと、AIが正しく情報を取得できることは別問題

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12

ページ境界

前提条件や警告が前後ページ

文書境界

関連仕様や部品情報が別PDF

版の境界

旧版も同じ検索対象になり得る

必要なのは「PDFを増やすこと」ではなく、意味のある知識単位を管理すること



例2｜SharePointに散在すると「正本」が見えない

MicrosoftもCopilotとエージェントには、「適切に統制された関連性の高いコンテンツが重要」と説明

SharePoint

品質保証

手順書_v3

SharePoint

製品A

手順書_最新版

SharePoint

旧プロジェクト

手順書_最終

SharePoint

サポート

手順書_コピー

AI検索の前に、所有者・正本・ライフサイクルを決める



例3｜旧版と新版が混在すると、もっともらしい誤回答になる

「最新版」というファイル名ではなく、製品・版・承認状態・適用期間が必要

2023

旧製品

承認済み

除外または条件付き

2025

旧仕様を含む

最終版

除外または条件付き

2026

現行製品

レビュー中

除外または条件付き

2026

現行製品

承認済み

AIに提供可

承認された現行コンテンツだけを機械的に選別できる状態へ



では、AIが理解しやすいコンテンツとは何か？

情報そのものの作り方を変える必要がある

コンパクトで意味が完結している

一つの情報単位に一つの目的
対象・条件・注意事項が分かる

種類と役割が分かる

手順・背景・仕様値を区別
AIが情報の役割を判断できる

関係と適用範囲が分かる

製品・版・対象者・前後関係
再利用しても意味を失わない

この条件を、技術文書の標準として実装した仕組みが 「DITA」



DITAは、ページを「意味のある知識単位」に変える

情報を「ページ」ではなく、意味のある再利用可能な「トピック」として構造化し管理する「国際規格」

型

Task：手順
Concept：背景・原理
Reference：仕様・値

粒度

単独で対象と目的が分かる
検索結果として成立する
AIに渡す単位が安定する

関係と再利用

Mapで組み立て
conref / keyrefで共有
条件処理で製品・市場別に展開

DITAでコンテンツを作成することで、AIに渡す単位と文脈が安定する
また、国際規格であるが故にAIもその仕様を理解している



国際標準規格DITAとは



DITAとは

DITAは、Darwin Information Typing Architectureの略で、「柔軟な分化、最適化を以て、情報を

分類、構造化するアーキテクチャー(*)」を持つ技術文書作成を目的としたXMLの国際標準規格

です

• IBMが技術文書を制作、管理するために開発した規格です

• 現在は、国際標準規格として  (Organization for the 

Advancement of Structured Information Standards)が管理しています

• コンテンツをモジュール化(部品化)して再利用します

• テンプレートを提供しています

• 執筆とレイアウトを分離します

*DITAコンソーシアムジャパン発行資料を引用



DITA とは

DITAでは、モジュール(部品)化したコンテンツをトピックファイルと呼びます

このトピックファイルを様々なマップファイルから参照し再利用しながらマニュアルを作成します

DITA の特徴

• コンテンツの再利用

✓ トピックを異なるマニュアルで再利用します

✓ 一つのトピックファイルを修正・翻訳するだけで、それを参照し

ている全てのマニュアルは自動的に修正・翻訳が反映されます

• ワンソース・マルチユース

✓ 執筆とレイアウトを分離した自動組版でパブリッシュします

✓ コンテンツを複数の形式で出力可能です(PDF, HTML他)

✓ 設定された条件を選択し、カスタマイズマニュアルを自動生成し

ます

✓ 例: A社向け、オプションX付等

• トピック指向でのライティング

✓ トピック指向で執筆を行うために、コンテンツの目的に応じてテ

ンプレートが準備されています

✓ 各テンプレートには次に執筆すべきことを執筆者に促すガイドが

表示されます

トピック

マップ
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DITA とは

DITA のメリット

• 生産性の向上

✓ ライターがトピック単位で並列に作業分担でき

ることで生産性が向上します

✓ 自動組版によりスタイルシート完成後はレイア

ウト修正にかかる時間はゼロです

✓ テキスト編集・翻訳の後直ぐにマニュアル出力

が可能です

• コスト削減

✓ 再利用による制作、翻訳コストの削減に貢献します

✓ 国内DITAユーザー企業の実績：80％削減

✓ 自動組版によるDTP費用を削減します

✓ スタイルシート開発後は実質0時間、0円
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1
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DITAの特徴：①コンテンツの再利用

マップを複数使った再利用

エントリー製品

ハイエンド製品

はじめに

注意事項

標準機能

エントリー
オプション

ハイエンド
オプションA

マップA

マップB

トピック

ハイエンド
オプションA



DITAの特徴：①コンテンツの再利用

• DITAでは、マップファイルからトピックファイルを参照することで、一つ

のマニュアルを制作します。

• トピックファイルは、モジュール化、つまり、細かく部品化されていま

す。

• 翻訳の単位も、トピックファイル毎に行います。

• ここまで書くと既にお気付きかと思いますが、バージョンアップしても

更新していない翻訳済みのトピックファイルは、そのまま流用できます。

• このことで、これまで一冊単位で翻訳作業をしていたものが、トピック

ファイル単位となり、翻訳時間と翻訳コストの削減につながります。

翻訳済みファイルの再利用



DITAの特徴：②ワンソース・マルチユース

• PDF出力用やHTML出力用等、それぞれのフォーマット向けにドキュ

メント制作を行う必要はありません

• 自動組版によるパブリッシュ

• オープンソースであるDITA Open Toolkitが提供されている

o 日本語出力にはAntenna House XSL Formatter等を使うことで、PDF出力に

おいて、泣き別れの排除、日本語特有の縦書きなどの細かなレイアウト

調整を実現できる環境が整っています

DITAでは、出力レイアウト(DTP)を執筆時には行いません。PDFやHTML等の出力には、スタイルシー

トを使います。これによって、一つのソースドキュメント（ワンソース）から複数の形式に出力す

る（マルチユース）ことが可能となります。



DITAの特徴：③トピック・ライティング

• 汎用トピック

• その名の如く、様々に利用できるトピックタイプ

• コンセプト・トピック

• 製品や機能の概念、概要について記載するためのトピックタイプ

• タスク・トピック

• 操作等の手順を記載するためのトピックタイプ

• リファレンス・トピック

• プログラミング言語のステートメントの解説、ソフトウェアのAPIの解説等を制作するためのトピックタイプ

• グロッサリー・トピック

• 用語集を記載するためのトピックタイプ

• トラブルシューティング・トピック

• トラブルシューティングを制作するためのトピックタイプ

DITAでは、コンテンツを情報タイプ(Information Type)に応じて、トピック指向で執筆すること
で、モジュール（部品）化を実現します。

情報タイプに応じた以下のテンプレートを用意しています。



話を戻します



事例1｜ServiceNow：DITAをKnowledge Graphへつなぐ

文字列の近さだけでなく、概念と関係から文脈を探索する

DITA

XMLベース、構造化、トピック指向、モジュール化、一貫性・拡
張性

Knowledge Graph

ノードと関係に意味を与え、RDF Tripleとして概念を接続

AIへの価値

関連する製品・作業・部品・危険・対象者を横断して文脈を取得

出典：https://ditaeurope.infomanagementcenter.com/wp-content/uploads/2025/02/Rowlands-DITA_Europe_-AI_presentation_Feb2025.pdf



ServiceNow事例｜DITAを「AIがたどれる意味ネットワーク」へ

DITAがKnowledge Graphの「材料」になる

Product

Component

Task

Hazard

Audience

出典：https://ditaeurope.infomanagementcenter.com/wp-content/uploads/2025/02/Rowlands-DITA_Europe_-AI_presentation_Feb2025.pdf

メタデータを「属性」で終わらせず、関係として扱うと、AIが文脈をたどれる

Topic



ServiceNow事例｜検索から「文脈推論」へ

出典：https://ditaeurope.infomanagementcenter.com/wp-content/uploads/2025/02/Rowlands-DITA_Europe_-AI_presentation_Feb2025.pdf

質問

装置Xの部品Aを交換するに
は？

›

文字列検索

「交換」を含む文書を返す
›

意味ネットワーク

装置X → 部品A → 交換Task 

→ Tool → Hazard → 

Audience

›

AI回答

適用条件・安全情報・根拠
を含む回答

DITAはKnowledge Graphを構成する安定した「意味付き部品」を提供する



DITAだけでは足りない

標準化したコンテンツを、企業運用として継続管理できるCCMSが必要

Create

構造化オーサリ
ング

›

Review

SME・ピアレビ
ュー

›

Approve

承認・監査証跡

›

Manage

版・分岐・リリ
ース

›

Localize

差分翻訳・言語
状態

›

Deliver

PDF・Web・AI

これらを一つのガバナンス下で繋ぐのが IXIA CCMS



AIに信頼できる情報だけを使わせるためにすべきこと

1. 正本化・統制・文脈付与を一つの基盤で実現する

正本化

散在情報を再利用可能なDITAコンポーネントへ

統制

版・承認・所有者・翻訳・リリース状態を管理

文脈

製品・対象者・適用条件・関係を保持

IXIA CCMSは、AI導入前のコンテンツリスクを解決する基盤

大量PDF

トピック単位の知識へ

散在・重複

管理された単一の正本へ

旧版・新版混在

製品・版・承認状態で制御

2. AIに渡す前に、情報の状態を変える



なぜIXIA CCMSなのか

DITAを「書式」ではなく、信頼できるKnowledge Supply Chainとして運用し

AI活用で求められるコンテンツ管理要件を実現する重要なプラットフォーム

最新版だけをAIに参照させる

承認済み・現行リリースを供給し、作業中や旧版を区別する。

製品ごとの回答を出し分ける

製品・モデル・市場・対象者のメタデータと条件を正本に保持する。

多言語でも同じ意味を維持する

再利用元、翻訳状態、言語版を管理して各チャネルへの供給を統制する。

回答の根拠を追跡する

AIへ渡すトピックを管理ソースにつなぎ、変更履歴と承認状態を確認する。



事例2｜Varian：AI活用を可能にした構造化基盤

「AIでDITAを作った」だけでなく、その前段のDITA・CCMS・Taxonomy投資を見る

過去：AI時代を見据えた基盤

DITA XML CCMS、情報アーキテクチャ、Taxonomyを整備し、将来チャネル
としてAIやChatbotを想定

現在：生成AIの適用

既存コンテンツの再構成と、Engineering文書からDITA XML準拠トピックを
生成

この事例から言えること

DITAがAI回答精度を実証した事例ではない。AI活用を受け止める構造化・管
理基盤を先に作った事例

出典：Nicholas Rowlands, “Exploring AI’s Potential: Enhancing Content Creation Efficiency,” DITA Europe 2025



Varianの成果は「基盤＋AI＋レビュー」の成果

発表資料に記載されたAI活用の成果と品質管理

15%

コンテンツ量削減

15%

開発時間削減

10%

品質スコア改善

品質管理

Technical Writerによるポストエディット
DITA準拠確認
SMEレビュー
V&V（「検証と妥当性確認」）

AI単独ではなく、構造化されたターゲットと管理されたレビュー工程が必要

出典：Nicholas Rowlands, “Exploring AI’s Potential: Enhancing Content Creation Efficiency,” DITA Europe 2025



IXIA CCMSが作る「信頼できる知識供給網」

DITAを「書式」ではなく、信頼できるKnowledge Supply Chainとして運用

Trusted Source

構造・版・承認・翻訳・所有者

Context

メタデータ・用語・分類・関係

Trusted Delivery

PDF / Web / Support / Search / AI

AIに渡す前に「何が正しいか」を
確定する



IXIA CCMSの実績が示すビジネス価値

公表ケーススタディの数値を、AI以前から有効な基盤として投資する

Avalara

80% コンテンツ再利用

Damen

30% 翻訳時間削減

Énergir

10,000+ 文書を合理化



結論｜AI時代の技術文書基盤は、DITA × IXIA CCMS

DITA

意味のある構造
再利用・条件・標準

IXIA CCMS

版・承認・翻訳
リリース・監査

Trusted AI

正確・追跡可能
再現可能な回答

DITAでの技術文書制作は、IXIA CCMSが最適



IXIA CCMSの特長



グローバルでの豊富な実績

Software

Semiconductors

Medical Devices

Manufacturing
Hi Tech & Miscellaneous Industries



Why IXIA CCMS

オンボーディングを促進する
ためにUXに重点をおいたCCMS

UXにフォーカスしたCCMS

Innovative, proven and future-proof 豊富な経験と実績を持つ専門家チーム
の集団

エキスパートの存在

REST API, Triggers, Connectorsを
使ってコンテンツを取り込みプッシュ
アウト

オープンで拡張性が高いシステム

常にCCMS の進化の中心に
存在するのはお客様です

顧客中心

ベストオブブリードのアプローチ
による柔軟なソリューション

IXIA CCMS エコシステム
の活用



ユーザーフレンドリーなGUI

ログイン時の最初の画面：自分のタスクを確認



ユーザーフレンドリーなGUI

日常的に使用するマップやトピックをお気に入りに登録



ユーザーフレンドリーなGUI

様々な角度からフィルタリングしてオブジェクトを検索



ユーザーフレンドリーなGUI

様々な角度からフィルタリングしてオブジェクトを検索：検索結果例



ユーザーフレンドリーなGUI

検索結果例からマップファイルを選択



ユーザーフレンドリーなGUI

マップファイルの編集例：新たなトピックファイルの追加



ユーザーフレンドリーなGUI

トピックファイルの編集例



ユーザーフレンドリーなGUI

トピックファイルの編集例：修正履歴の記録



ユーザーフレンドリーなGUI

修正内容の履歴管理



ユーザーフレンドリーなGUI

修正内容の履歴管理画面から比較機能を実行



ユーザーフレンドリーなGUI

オブジェクトの依存関係の表示



ユーザーフレンドリーなGUI

コラボレーションレビュー：リアルタイムによるレビュー内容の共有



ユーザーフレンドリーなGUI

パブリッシュ：出力フォーマットの選択



ありがとうございました
nobutoshi.murata@madcapsoftware.com

までお問い合わせください
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